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持続的な成長につなげる
TМにやりがいを感じて

　個と組織をポジティブに変革

するチェンジエージェント・グ

ループをミッションに掲げるウ

ィルグループ（本社：東京都中

野区）。人材派遣事業を中心に，

国内および世界約10ヵ国で事

業を展開している。2012年 1

月，航空物流業界から転職し，

現在はタレントマネジメント（T

М）を担当する松原輝さんにお

話を伺っていく。

　「入社時から約 6年間，製造

系の人材サービスで現場やコー

ディネータ，営業部長として携

わっていました。2018年に人

事に異動したのは社内の『チャ

レンジ公募制度』を自ら活用し

てのものでした。実は当時，当

社はすでに新卒採用面での強力

な地盤ができており，今後は中

途採用に力を入れていくとの採

用方針を聞いたからです。私自

身も中途採用者ですので，社内

に“中途”という新たなブラン

ドを構築できたら面白いだろう

なと思い，人事キャリアがスタ

ートしました」

　同社には『チャレンジ公募

制度』の他に，希望する組織の

責任者に直接自分を売り込む

『社内FA制度』，圧倒的な結果

を出した社員が自分のやりたい

仕事を社長に直談判できる『直

談判制度』など，チャレンジン

グな人材を応援する制度が揃っ

ている。

　「現在は，社員のキャリアを

支援する体制が整っているの

も，当社の人事の自慢です。そ

のようななかで，社員 1人ひと

りの能力・スキル・経験といっ

た情報を，採用や育成，配置な

どに活用し，職場の持続的な成

長につなげていくタレントマネ

ジメント業務に大きなやりがい

を感じて向き合っています」

TM×PAで満足度の

高い異動・配置へ

　そもそも同社がTМに本格的

に取り組み始めたのは2020年

のことだった。事業会社の統廃

合が進むなか，異動・配置に関

する業務が急激に増加していた

ことがきっかけになったよう

だ。

　「当初はその膨大な仕事量に

四苦八苦していましたが，その

改善を狙って導入したのが，ク

ラウド人材管理システムでし

た。ただ一口に“TМ”といっ

てもその領域はかなり広くなり

ますので，私が携わる範囲は異

動・配置に絞り込むことになり

ました。そのようななかで，①

TМ，②採用，③システム運用

の 3業務を担当しています」

　ちなみに，①～③の効果をよ

り高めるために行っているのが

ピープルアナリティクス（PA）

で，松原さんともう 1人のデ

ータサイエンティストが携わっ

ており，後者はPAのプロフェ

ッショナルである。

　「2023年 4月からは，私が担

当するTМともう 1人が担当す

るPAで異動・配置に関するデ

ータ管理をしています。とはい
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っても，これまでこのような試

みは社内では行っていなかった

ため，個人情報の管理というこ

とで当初はなかなか協力を得ら

れない状況もありました。ただ

昔からのいわゆる“カン・コツ・

経験”からの脱却を図るために

は，クラウド人材管理システム

の活用は，絶対に避けて通るこ

とはできませんでした。導入か

らようやく 3年が経ち，今では

7～ 8割の方々が顔写真入りで

協力してくれるようになりまし

た。年に 2回ほど実施するキャ

リアアンケートなどの記載内容

と慎重に照らし合わせながら，

社員 1人ひとりにとって，より

高い満足度が得られるような

異動・配置になるよう努めてい

ます」

「草刈り」「石拾い」のような
地味な仕事だからこそ

　今はまだ異動・配置後の検証

まではなかなかできていない状

況であるからこそ，自身の仕事

内容の精度を上げていく必要が

あると冷静に自己分析する。

　「クラウド人材管理システム

を活用しているといっても，デ

ータの見える化や傾向分析な

ど，まだまだやれることはたく

さんあります。そのように広が

りが見えたり深めることができ

たりと多くのチャンスが眠って

いるのが自分に与えられたフィ

ールドで，いつまでもやりがい

を持ったうえで，楽しんで仕事

ができるのではないかと思って

います。そう考えると，一生か

けても終わらないのではないか

と思うくらいの仕事量かもしれ

ません（笑）。そこもまた非常

に面白いなという気持ちで仕事

をさせてもらっています」

　松原さんは，自身の仕事を「草

刈り」や「石拾い」に例えて続

ける。

　「草刈りも石拾いも，本当に

地味な作業かもしれませんが，

それを周囲の皆さんに見てもら

ったときに，図らずもフィード

バックをいただくことも決して

少なくないのです。私が草刈り

や石拾いに精を出すことで，社

員や役員の次のステップに進む

きっかけになれることも楽しい

です。もっというと，HRIS（人

事情報システム）と呼ばれるよ

うなインターフェースのシステ

ム管理の仕事は，誰でも携われ

るわけではないので，このよう

な機会をもらえたことも嬉しい

ですね」

日頃からいろいろな
コミュニケーションを大切に

　異動して出合えたTМという

領域に対して，幾度となく「楽

しい」というワードを使う松原

さんである。

　「本当にいろいろなことがで

きるからこそ，きちんと社内の

ニーズを聞き出すことも大切で

す。例えば，アンケートを取る

ということだけだと，ものすご

くドライな仕事になってしまい

ますので，日頃から現場の皆さ

んや，他部門の方々とコミュ

ニケーションをとることを大切

にしています。そのようなつな

がりのなかから生まれてくる，

例えば，離れていても親近感

があるような，そんな温もりの

ある人事パーソンでありたいで

すね」

（取材／関本しげる）

▲5歳からプレー経験のある筋金入りのサッカー人間。

　「毎週日曜日は高校時代の同級生たちとフットサルで汗を流しています」

【PROFILE】

2012年1月，航空物流業から転職。約6年間，製造

系に特化した人材サービスにて複数職種を経て，

2018年4月，自ら手を挙げて人事本部人材開発部

へ。2020年4月頃より現在のTМの前身となる業務

に従事。その後，クラウド人材管理システムの導

入に中心者として携わり実績を挙げ現在に至る。


